
こども発達支援事業業務委託に係る公募型プロポーザル提案評価基準 

 

１ 提案の評価方法 

 (１) 評価基準の適用 

    本評価基準については、本プロポーザルの審査において適用する。 

 (２) 評価方法 

    選定委員は、別記「評価基準表」の「評価の視点」に基づき評価する。 

    評価の段階の基準は次のとおり。  

段階 評価の段階の基準 点 

Ａ 
「評価の視点」の内容等が具体的な記載により網羅されており、その内容が実践
可能かつ効果的であるなど、特に優れている。 

５点 

Ｂ 
「評価の視点」の内容等が具体的な記載により網羅されており、その内容が実践
可能かつ効果的であるなど、優れている。 

４点 

Ｃ 「評価の視点」の内容等が具体的な記載により網羅されている。 ３点 

Ｄ 「評価の視点」の内容等の具体的な記載が不十分である。 １点 

Ｅ 
「評価の視点」の内容等に関して、具体的な記載がないなど、著しく不十分であ
る。※代案の提示等により補完している場合は、不足がないものと取り扱う。 

０点 

(３) 順位について 

   ア 選定委員ごとに合計点に基づく提案者の順位を決定し、順位点を算出する。 

   ただし、以下の場合には「選外」と取り扱うものとし、次のイから除外する。 

  ①「選定委員の全員の合計点が、満点の６割に満たない場合」又は「３名以上の 

選定委員が、満点の６割に満たない採点をした場合」に該当する場合 

    ②評価中に「Ｅ」がある場合 

   イ 順位点は次のとおりとする。 

順位点 １位…５点、２位…３点、３位以下…０点 

   ウ 選定委員全員の順位点の合計点に基づき、審査における提案者順位を決定する。 

(４) 順位点が同じであった場合の取り扱い 

    次のとおり上位者を決定する。 

   ア 評価基準表の合計点が高い者 

   イ アが同じであった場合、 評価基準表中の「企画提案」の合計点が高い者 

ウ イが同じであった場合、評価基準表中の「業務遂行能力」の合計点が高い者 

   エ ウが同じであった場合、評価段階Ａの数が多い者 

   オ エが同じであった場合、評価基準表中の「独自提案事項」に係る点数が高い者 
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【別記】 

 

 ※ 番号３・４・５・６・９・10・11・13・14 は、評価段階における点を２倍する。 

例えば、評価段階「Ａ」の場合は、５点×２＝10 点となる。 
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